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●
８
月

　

日　

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会

２０

改
革
検
討
協
議
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２７●
９
月

３
日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
初

日
）
・
議
会
運
営
委
員
会 

・
議
会
全
員
協
議
会

４
日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
第

２
日
）・
議
会
全
員
協
議
会

７
日　

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

　

日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

１０
　

日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

１１
　

日　

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

１２
　

日　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

１９
　

日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
第

２１

３
日
）

　

日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
第

２５

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

　

委
員
会
で
は
、
優
れ
た
施
策
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
先
進

地
な
ど
を
視
察
し
て
、
特
定
事
項

に
つ
い
て
情
報
を
収
集
し
、
専
門

的
知
識
を
深
め
て
い
ま
す
。 

　

視
察
内
容
の
詳
細
は
、
議
会
事

務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。 

●
議
会
運
営
委
員
会 

視
察
日
程
・
８
月
９
日
〜　

日 
１０

【
三
重
県
四
日
市
市
】 

▽
議
会
改
革
に
つ
い
て 

委
員
会
の
行
政
視
察

委
員
会
の
行
政
視
察

●
小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
の
在
り

方
と
、
市
民
プ
ー
ル
の
必
要
性
に

つ
い
て 

　

Ｑ　

小
・
中
学
校
の
授
業
で
、

プ
ー
ル
を
使
用
し
た
日
数
は
。 

　

Ａ　

学
校
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
小
学
校
で
約　

日
、
中
学
校

２５

で
約　

日
使
用
し
た
。
プ
ー
ル
開

１５

放
で
は
、　

日
使
用
し
た
。 

１４

　

Ｑ　

プ
ー
ル
の
耐
用
年
数
は
。

ま
た
、
平
成　

年
度
に
更
新
し
た

２９

落
合
小
の
プ
ー
ル
の
状
況
は
。 

　

Ａ　

メ
ー
カ
ー
か
ら
明
確
な
耐

用
年
数
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

　

年
を
目
安
と
し
て
い
る
自
治
体

５０が
あ
る
。ま
た
、落
合
小
の
プ
ー
ル

は
、底
面
に
穴
が
空
き
、修
繕
が
不

可
能
と
な
っ
た
た
め　

年
で
更
新

３６

し
、費
用
は
約
８
千
万
円
だ
っ
た
。

　

Ｑ　

市
民
プ
ー
ル
の
整
備
計
画

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。 

　

Ａ　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
行
動
計
画

に
市
民
プ
ー
ル
の
整
備
は
位
置
付

け
て
い
な
い
が
、
今
後
、
市
民
ニ

ー
ズ
や
民
間
の
動
向
を
踏
ま
え
、

必
要
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

　

Ｑ　

茨
城
県
牛
久
市
で
は
、
小

学
校
に
屋
内
プ
ー
ル
を
設
置
し
、

授
業
以
外
の
時
間
は
市
民
に
開
放

し
て
い
る
。
小
・
中
学
校
の
プ
ー

ル
の
屋
内
化
や
市
民
プ
ー
ル
と
の

共
用
、民
間
プ
ー
ル
の
活
用
な
ど
、

他
自
治
体
の
状
況
を
、
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
の
か
。 

　

Ａ　

他
自
治
体
の
さ
ま
ざ
ま
な

事
例
や
取
り
組
み
は
承
知
し
て
い

る
。市
民
プ
ー
ル
の
有
無
な
ど
、本

市
と
異
な
る
点
も
あ
る
が
、今
後
、

小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
の
在
り
方

を
検
討
す
る
際
、参
考
と
し
た
い
。

●
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

　

Ｑ　

法
改
正
の
趣
旨
は
、
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
を
導
入
し
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
に
基

づ
き
、
正
規
と
非
正
規
職
員
の
格

差
是
正
を
図
る
こ
と
だ
と
聞
い
て

い
る
。
改
正
趣
旨
に
即
し
た
処
遇

改
善
を
図
り
、
一
般
職
非
常
勤
職

員
な
ど
の
雇
用
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。 

　

Ａ　

非
常
勤
職
員
の
任
用
制
度

で
の
明
確
化
を
図
る
な
ど
、
法
改

正
の
趣
旨
に
即
し
た
対
応
が
必
要

と
考
え
る
。
平
成　

年　

月
頃
に

３０

１０

総
務
省
か
ら
示
さ
れ
る
、
事
務
処

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
第
２
版
を
参
考

に
、
制
度
設
計
を
行
い
た
い
。 

　

Ｑ　

在
職
者
が
会
計
年
度
任
用

職
員
へ
移
行
す
る
際
の
、
面
接
や

書
類
選
考
へ
の
対
応
は
。 

　

Ａ　

マ
ニ
ュ
ア
ル
第
２
版
や
近

隣
市
の
状
況
な
ど
を
参
考
に
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。 

　

Ｑ　

制
度
の
導
入
に
向
け
て
、

条
例
を
改
正
す
る
時
期
は
。 

　

Ａ　

本
市
で
は
、　

年
６
月
定

３１

例
会
に
、
制
度
に
関
係
す
る
条
例

を
上
程
す
る
予
定
で
あ
る
。 

　

Ｑ　

マ
ニ
ュ
ア
ル
Ｑ
＆
Ａ
に
、

会
計
年
度
任
用
職
員
を
採
用
す
る

際
の
給
与
決
定
で
の
例
が
あ
る

が
、
そ
の
例
を
ど
う
捉
え
、
給
与

を
決
定
す
る
の
か
。 

　

Ａ　

具
体
例
を
参
考
に
し
た
上

で
、
本
市
の
状
況
に
合
わ
せ
た
制

度
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
給
与
な
ど
の
制
度
は
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
第
２
版
や
近
隣
市
の
状
況

も
勘
案
し
設
計
す
る
。 

●
市
内
製
造
業
の
今
日
的
課
題
に

つ
い
て 

　

Ｑ　

市
は
、
医
療
や
航
空
な

ど
、
新
し
い
成
長
分
野
へ
進
出
す

る
中
小
企
業
に
支
援
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
新
産
業
や
新
技
術

な
ど
に
十
分
対
応
で
き
な
い
企
業

へ
は
、
ど
う
支
援
す
る
の
か
。 

　

Ａ　

企
業
が
持
つ
独
自
の
既
存

技
術
を
生
か
し
、
応
用
す
る
こ
と

で
、
中
小
企
業
で
も
新
産
業
へ
の

参
入
は
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

金
融
機
関
な
ど
の
力
も
借
り
て
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
の

発
掘
な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。 

●
パ
ブ
コ
メ
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

対
す
る
応
募
を
電
子
メ
ー
ル
で
受

け
付
け
る
こ
と
に
つ
い
て 

　

Ｑ　

あ
や
せ
文
化
芸
術
祭
へ
の

出
展
を
、
電
子
メ
ー
ル
で
も
受
け

付
け
て
は
ど
う
か
。 

　

Ａ　

申
し
込
み
と
同
時
に
出
展

作
品
の
提
出
が
必
要
な
場
合
が
あ

る
な
ど
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
申
し

込
み
が
難
し
い
部
門
が
あ
っ
た
た

め
受
け
付
け
し
て
い
な
か
っ
た

が
、可
能
な
部
門
は
、来
年
度
か
ら

の
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

●
公
的
施
設
（
学
校
含
む
）
の
空

調
整
備
に
つ
い
て 

　

Ｑ　

７
月
に
空
調
設
備
が
故
障

し
９
月
に
修
理
し
た
小
学
校
が
あ

っ
た
。勉
強
に
影
響
し
、健
康
被
害

に
つ
な
が
る
が
、遅
れ
た
理
由
は
。

　

Ａ　

定
期
点
検
に
含
ま
れ
な
い

箇
所
が
故
障
し
、
不
具
合
箇
所
の

特
定
に
時
間
が
掛
か
っ
た
。
修
理

に
は
専
門
作
業
員
が
必
要
だ
っ
た

が
、
猛
暑
の
影
響
で
需
要
が
増
加

し
、
手
配
に
時
間
を
要
し
た
。

学
校
の
プ
ー
ル
を
見
直
し
市
民

プ
ー
ル
の
必
要
性
を
考
え
て
は 

公
明
党 

内
山　

恵
子

同
一
労
働
同
一
賃
金
を
原
則
に 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
雇
用
を 

 

二
見　
　

昇

経
営
基
盤
の
弱
い
中
小
企
業
が 

経
営
を
続
け
ら
れ
る
支
援
を 

 

越
川　

好
昭

４
日
）・
議
会
運
営
委
員
会

　

日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
第

２６

５
日
）

　

日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
最

２８

終
日
）
・
議
会
全
員
協
議

会
・
議
会
報
編
集
委
員
会

●　

月
１０

１
日
〜
２
日　

総
務
教
育
常
任
委

員
会
行
政
視
察
（
新
潟
県

十
日
町
市
・
見
附
市
）

　

日　

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会

２２

改
革
検
討
協
議
会

　

日
〜　

日　

市
民
福
祉
常
任
委

３０

３１員
会
行
政
視
察
（
福
島
県

郡
山
市
・
会
津
若
松
市
） 

●　

月
１１

１
日　

議
会
報
編
集
委
員
会

７
日
〜
８
日　

経
済
建
設
常
任
委

員
会
行
政
視
察
（
茨
城
県

常
陸
太
田
市
・
千
葉
県
千

葉
市
）

三重県四日市市役所にて

●
総
務
教
育
常
任
委
員
会 

視
察
日
程
・　

月
１
日
〜
２
日 

１０

【
新
潟
県
十
日
町
市
】 

▽
水
害
対
策
に
つ
い
て 

【
新
潟
県
見
附
市
】 

▽
学
力
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 新潟県見附市役所にて

請 願 ・ 陳 情 の 審 査 結 果
審 査 日
結 果

件　　　　　　名付託委員会

平成３０年９月１１日
趣 旨 了 承

国による義務教育財源の保障
及び教育の機会均等と水準の
維持・向上、並びに行き届い
た教育の実現に関する陳情総 務 教 育

平成３０年９月１１日
趣 旨 了 承

臓器移植の環境整備を求める
意見書の採択を求める陳情書

平成３０年９月１２日
趣 旨 了 承

精神障害者を交通運賃割引制
度の対象とするよう意見書の
提出を求める陳情

市 民 福 祉

平成３０年９月１９日
趣 旨 了 承

厚木基地の住宅防音工事対象
区域における８０Ｗ及び７５Ｗ区
域の告示後住宅並びに８０Ｗ及
び７５Ｗ区域の外郭防音工事の
実施についての陳情

基 地 対 策

審議日程（予定）

本会議（議案審議）１１月２７日（火）

市民福祉常任委員会　　３０日（金）

経済建設常任委員会１２月３日（月）

総務教育常任委員会　　４日（火）

基地対策特別委員会　　６日（木）

本会議（一般質問）　　１１日（火）

本会議（一般質問）　　１２日（水）

本会議（一般質問）　　１３日（木）

本会議
（委員長報告～採決）　　１７日（月）

・傍聴の際、希望の方には
議案資料を貸し出します。
資料は１０部限りですので、
窓口での申し込み順とな
ります。

・開会時間は午前９時、１７
日（月）は９時３０分にな
ります。

・日程や時間は変更するこ
とがありますので、議会
事務局に問い合わせてく
ださい。

※手話通訳をご希望の方は、
傍聴２週間前までに議会
事務局にご連絡ください。
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